
 
-第 93 回 IRIDeS オープンフォーラム- 2025 年度 災害レジリエンス共創研究報告会を

開催しました（2026/7/24） 
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会 場：オンライン 
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2026 年 7 月 24 日（金）、「2025 年度災害レジリエンス共創研究報告会」をオンライ

ンにて開催しました。本報告会は、災害研と学内外の研究機関との共同研究の成果を発表 

する場として、毎年 7 月に開催している恒例のイベントです。 

開会にあたっては、江川新一センター長より挨拶がありました。この中で、センターの 

創設からの 5 年間、「災害レジリエンス共創研究プロジェクト」からは数多くの研究成果が

生まれ、社会実装や論文発表へとつながってきたこと、その一方で毎年新たな研究課題が 

加わり続け、共創の枠組みは今なお広がりを見せていることが述べられました。また、学際

的・分野横断的な共創研究は、それぞれの研究分野の強みを活かし合うことで新たな視点や

アイディアを生み出し、災害科学としての発展を後押しする力を持っていること、本報告会

もまた、そうした広がりのきっかけの一つとなってきたことにも触れられました。 

災害レジリエンス共創センターは、「総合知」を活用しながら災害による社会の機能損失

を低減し、速やかな回復とより良い復興を実現する「災害レジリエンス」の向上とその社会

実装を理念として掲げています。「災害レジリエンス数量化」「ヒューマンレジリエンス」

「災害情報キュレーション」「災害レジリエンス共創」の 4 つの重点研究領域のもと、シン

ボルプロジェクトとして「災害デジタルツイン」および「災害データバンク」の構築を進め

ています。 

続いて行われた口頭発表では、2025 年度に実施された 49 の研究課題について成果報告

がなされました。各課題 13 分（発表 10 分、質疑応答 3 分）の構成で、ホール A・ホール

B の 2 会場に分かれ、午前・午後にわたって行われました。参加者からは「様々な分野から

の発表があり勉強になった」「さまざまな視座から研究を捉え直すことができ有益だった」

といった声が寄せられました。 

閉会にあたっては、越村俊一所長より、当日発表された研究成果の一つひとつが「総合知」

の源泉となっていることへの謝辞が述べられました。なお、災害レジリエンス共創センター

は時限付きの組織であり、本報告会は来年度（2027 年 7 月 23 日予定）が最終回となる

予定です。 

当日は、今野公美子特任准教授（広報室）が司会を務めたほか、IRIDeS オープンフォー

ラム WG（高橋尚志、川内淳史、林宏典、蝦名裕一、佐々木宏之、富田史章、乘松君衣、 

岡田悠太郎、猪狩暢子、齋藤由美子、髙橋利恵子、広報室、武田百合子）が運営にあたり 

ました。 

 

 

文責：武田百合子、江川新一（災害レジリエンス共創センター） 

（次頁へつづく） 
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オンラインにて開催しました 

 

 
共創研究報告会ポスター 

 

 

ホール A・ホール B の 2 会場に分かれて

49 の研究課題の成果報告を行った 
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